
 

 

 

《農泊（２年）修学旅行（３年）と続きます。》 
５月１２～１４日に２年生は農村宿泊体験学習に、

２１～２３日に３年生は修学旅行に出かけます。（１
年生は６月２６～２８日にふれあい合宿に出かけま
す。）学年での取組も始まり楽しみにしている人も多
いのではないでしょうか。 

農泊は、農家の方の家に泊まり、一緒に農作業をす
るなど町ではできない体験をします。大変思い出に残
り、別れのときはお互いに涙を流す光景も見られます。 
そして、修学旅行は、３年間の中学生活で一番楽し

みにしている行事ではないでしょうか。 

どちらの行事も皆さんにとって忘れられない良い
思い出になって欲しいものです。また、授業の一環と
して行いますので、ただ楽しむだけではなく、学習面
では、教室で学んだことを実際に体験して感じ取り、
生活面では、社会のマナーや友達との接し方を身に付
けて欲しいと思っています。 

 

 

 

 

≪１年生は初めての中学校でのテストです。≫ 
宿泊行事の前の５月７，８日に本年度始めての定期

考査である中間考査が行われます。（１年生は７日の
みです。）１年生の皆さんは、中学校で初めてのテス
トなのでどうすればよいのか困っている人もいるか
もしれません。でも心配はいりません。中間考査は、
今までの授業で学んだことから出題されます。小学校
時代も含めて一生懸命授業に参加していれば大丈夫
です。また、勉強のやり方の分からない人はそれぞれ
教科担任の先生たちに尋ねてみてください。 

２年生、３年生の皆さんは、１年生に「テストはこ
うやって取り組むんだよ」と後姿を示すつもりでがん
ばると、自分の成績の向上にもつながると思います。 
試験範囲や勉強の仕方、また考査前の部活動等につ

いては、各学年の先生からのお話やプリントが配布さ
れるのでしっかりがんばってください。 

（写真は現在の授業中の様子
です。この様に集中できると
良いですね。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪結果の詳細は２学期にお知らせします。≫ 
４月２１日（火）に全国学習・学力状況調査が実施

されました。この調査は、全国の小学校６年生と中学
校３年生の学力がどのようなレベルにあるのか調査
するために行われています。全国的に学力は徐々に向
上しているといわれています。高生中学校も着実に成
果を上げていますが、昨年度は残念ながら全国平均に
ホンの少し足りていない状況でした。さあ、今年の結
果はどうでしょうか？ 

この調査は、普通のテストとはちょっと形式が違っ
ているので、現在の２年生、１年生もこのような形式
に慣れていくと良いと思います。ぜひ、今年度の問題
にチャレンジしてみてください。しかし、このテスト
が学力の全てではありません。この調査をきっかけに、
日々の授業や家庭学習に、より真剣に取り組みましょ
う。また、普段の生活習慣も学力に関係しています。
「早寝・早起き・朝ごはん」やテレビゲームや携帯電
話にばかりに熱中せず、読書をする習慣も大切にした
いですね。 

 

 

 ５月 ７日（木）～８日（金） 中間考査 

（１年生は７日のみで４教科実施します。詳細は各学年から連絡します。） 

    ７日（木） 内科検診（１年） 

    ８日（金） スクール救命士講習（１年） 

      部活動保護者会（詳細は後日別紙でお知らせします。） 
１２日（火）～１４日（木） 

農村宿泊体験学習（２年） 

１５日（金） ２年生疲労回復日 

１８日（月）～６月５日（金） 

       第１期教育実習（社会科・音楽科） 
（今年度は６月１５日から第２期も予定しています。） 

２１日（木）～２３日（土） 

 修学旅行（３年） 

２５日（月） ３年生疲労回復日 

２９日（火） 耳鼻科検診（１年全員と２，３年の該当者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高生の丘 
■意義ある宿泊行事にしよう！ 

■中間考査が行われます。 

 

「遅刻・チャイム席を守って 

規則正しい生活を！」 

５月は、新学期の緊張も緩み、ゴールデンウイーク

や宿泊行事などもあり、生活のリズムが整えにくい月

です。そのためにも、遅刻やチャイム席を無くして学

校から生活のリズムを整えましょう。 

※四月の目標の「挨拶」は、素晴らしかったです。 

五月の目標 

 

■ 全国学力・学習状況調査が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ５月の主な行事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立高生中学校 

学校通信 ５月号 No2 

発行責任者 校長 寺田訓康 

TEL ８８１－３２７６ 

平成２７年４月２５日発行 


